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　　　　　　　　　’．　・ケ畦の開癸を行う。’㌃　一　’．’一　㌧　ン●

　　　　　　　　　　　’　また、昭和5P年代ρ中頃に第2号静止気象衛星～通信衛量．　　’・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チノ　ザ

　　　　　　　　　　．㌔噸地球秘書衛星等の打上げが要望されて“るのでギこれに対処す一　　　ノ

　　　　　　　　　　㌦　るたφ、上詑ロケツ鞄め開発に至る中言過程として～昭和55　　　こ∫

　　　　　　　　　　　　年凌を目標に重量約350×9¢）静止衛星を打ち上げる能力を・　　　・＝
　　　　　　　　　　　　　　　マ　　ニ　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ユ　へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　へ

　　　　　　　　　　こ　有するロケ7トの開発を行う。　　　・，、一　ビ　　　　　・　，・

　　　　　　　　　　一てa　上記以外につφてはぐf宇宙開発踏面：］‘昭和48年度決定》　　．　3
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　サ

　　　　　　　　　　一　』を推進する。二　　　　，’，　・　　　｛・　　　　　　ぐ1．　　ゴ、

　　　　　　　　　　　　　一回　　　　　　　　、　　　　　　　，　・　　　，／　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　一

　　　　　　　　　　　　　’　　，　，　’・　マ　　　、　ド　　一　＼　　ご　　’　　　一一◎
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委27－3

　　昭和49年12月24日

宇　　宙　　開　　発　　委　　員　　会



昭和50年度における宇宙開発関係経費の見積りは、次のとお・りである。

　　　　・1　基本方針

’　　　　　三和5Q年庶における宇宙開発関係経費の見積りの基本方針は・次のとおりである。

　　　　　．工　太陽硬X線フレヤの2次元像、太陽粒子線、X線バースト等の観測を行うことを目的とする第7号科学衛星を昭和5・3年度に打ち上げる’ことを

　．　　　　目標に開発を行う。

　　　　　2．・将来打上げが予想される大電力を必要とする人工衛星に共通な技術の開発能力を高めるため・三軸姿勢制御忌ソー・ラパドル及び倉旨動式熱制御に

　　　●　　関する実験を行うとともに、宇宙技術の向上を図るため、電子衝撃型イオン・エンジン等に関する搭載実験を併せ行うこ・とを目的とする技術試験・・

　　　　　　衛星皿型を昭和54年度に打ち上げることを目標に開発を行う。

・　・　3．堆球表面の広域観測、反復観測等を行うことを目的とする地球観測衛星を早期に打ち上げることを目標に衛星のシステムデザ：インQ研究を進め・
、

　　　　　　るとともに、ERTS衛星からのデータを直接受信処理することにより衛星システムの効率的開発を図るため㍉昭和∵51年庶を目標に」モ｝トセ、・．

’ヒ・　　ンシング情報受信処理システムを開発し・整備する・

　　　　　　4，米国に依頼して打ち上げる静止気象衛星、晶晶忌中容量静止通信衛星及び実鹸用中型放送衛星は、昭和5工年忌に打ち上げることを目標に開発．

　　乞　　　を進めてきたが、これらの衛星の打上げ契約k関する日米両国間の交渉の結果、昭和51年度打上げが不可能となったので、打上げ目標年度を昭

　　　　　　和5β年度に変更する。

　　　　　　5．、実験用静止通信衛星は、昭和52年忌に打ち上げることを目標に開発を進めてきたが、上記4の変更に伴い、打上げ目標年度を昭和55年度に

●’ ~瓠鋤学諭上げ＿ツ1として、孟一4S＿ケ櫛M－4SSや　＿て、＿＿ら有利なM一

　　　　　　　．3Hロケヅト及びM－3S『ロケットの開発を行う・

　　　　　　’盗た、第7号科学衛星については、M－3Sロケットにより打ち上げることとする。
丁●

@　　肌　昭和50年代後半から昭和60年代にかけて放送衛星、航行衛星等の大型実用衛星の打上げが検討されているので、これに対処するため、Nロ

　　　　　　　ケツ・トを軸として、昭和50年代納を目標に重量500K9以上の静止衛星を打ち上げる能力を有するロケットの開発を行う。

　　　　　　　　また、昭和50年代の中頃に第2号静止気象衛星、通信衛星、地球観測衛星等の打上げが要望されているので、これに対処するため、上記ロケ

　　　　　　　’ツト9悶発に至る中間過程として、昭和55年庶を目標に重量約350K：9の静止衛星を打：ぢ上げる能力を有するロケヅトの開発を行うα’・・、．．

　　　　　　8．’、上記以外については、「宇宙開発計画」（昭和48年度決定）を推進する。

一1一
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正　事　業　の　内　容

　　1の基本方針た基づき、昭和50年度に行う主な事業及びこれに必要な体制の整備は次のとおりである。

（1）実利用の分野の人工衛星及びその打上げ用ロケット等の開発の推進

　　1．実用衛星の打上げ

　　　次の実用鯉を虚げるほか瀞止気象鯉（GMS）、実験用中容量静止通信鯉（CS）及び実験用中型放送鯉（BS）の打上げ

　　の：準備を進める。

　　　（1）技術試験衛星1型（ETS－1）の打上げ

　　　　　技術試験衛星1型をNロケット1号機（N－1号機）により打ち上げる。

　　　（2）電離層観測衛星（ISS）の打上げ

　　　　　電離層観測衛星をNロケット2号機（N－2号機）により打ち上げる。

　　2．実用衛星の開発等

　　　（1）技術試験衛星皿型（ETS一皿）の開発

　　　　　前年度に引き続き、技術試験衛星二型のプロトフライトモデル及びフライトモデルの開発を進める。

　　　（2）実験用静止通信衛星（ECS）の開発

　　　　　実験用静止通信衛星のエンジとアリングモデルの開発に着手する。

　　　（3）静止気象衛星（GMS）の開発

　　　　　前年度に引き続き、静止気象衛星のプロトフライトモデル及びフライトモデルの開発を進める。

　　　（4）実験用中容量静止通信衛星（CS）の開発

　　　　　実験用中容量静止通信衛星のエンジニアリングモデル及びプロトフライトモデルの開発を進めるとともに：、フライトモデルの開発に

　　　　着手する。

　　　（5）実験用中型放送衛星（BS）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一・
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　　実験用中型放送衛星のエンジニアリングモデルの開発を進めるとともに、プロトフライトモデル及びフライトモデルの開発に着手する。

（6）技術試験衛星三型（ETS－m）の開発

　　技術試験衛星皿型の予備設計及び基本設計に着手する。

（7）その他の人工衛星の研究．

　　通信衛星については、移動体との通信を行うために：必要な衛星システムの研究等を行う。

　　電離層観測衛星及び気象衛星については、将来め観測機能の向上を目的として搭載機器の研究を行う。

　　測地衛星については、気球の膨張、硬二化等の研究を行う。

　　航行衛星については、衛星搭載用中継器等の研究を行う。また、地球観測衛星については、衛星のシステムデザインの研究を行う。

3．実用衛星打上げ用ロケットの開発

（1）Nロケットの開発

　　技術試験衛星H型、実験用静止通信衛星等を打ち上げるため、前年度に引き続きNロケットの開発を進める。

●

②　N改良型ロケットの開発

　　重量約350Kgの静止衛星を打ち上げる能力を有するロケットの予備設計、第2段ロケットの開発等に着手する。

　　　また、重量500Kg以上の静止衛星を打ち上げる能力を有するロケットの三四設計に着手する。

4．施設及び設備の整備

（1）種子島宇宙センターの整備

　　　前年度に引き続き、Nロケットの射山系、指令管制系、レーダ・テレメータ系、地上燃焼試験系・支援三等の整備を進める。また・

　　N改良型ロケットの射点系の整備に着手する。

②筑波宇宙センター等の整備

＿3・．＿
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　前年度に引き続き、人工衛星の試験施設及び追跡管制系の整備を進める。また、N改良型ロケジトの開発に必要な試験設備等の整備

に着手する。さらに、リモートセンシング晴報の受信及び処理を行う施設の開発整備に：着手する。

⑪　科学研究の分野の人工衛星及びその打上げ用ロケット等の開発の椎進

　1．科学衛星の打上げ

　　　第4号科学衛星をM一・3C－3号機により打ち上げる。

　2．科学衛星の開発

　　　獅号科学醒については・フライトモデノレの醗転手する識6号科学醒については・前論矧翫き・7ロトタヴモデ

　　ルの開発を進める。また、第7号科学衛星については、プロトタイプモデルの開発に着手する。

　3．科学衛星打上げ用ロケットの開発

　　　第5号科学衛星打上げ用のM－3H－2号機の開発に着手する。また、第6号以降の科学衛星打上げ用ロ争ジトの開発の前段階とし

　　’て、M－3S－1号機の開発に着手する。

　4．施設及び設備の整備

　　　前年度に引き続き、科学衛星データ取得装置、Mロケット誘導制御系試験装置等、科学衛星及びMロケットの開発に必要な施設の整

　　備を進める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

（皿）　追跡管制網の強化

　　　距離及び距離変化率測定方式による追跡用施設設備の整備を進め、宇宙開発事業団による一元的な人工衛星追跡網の強化を図るとと

　　もに、小笠原三等のダウンレンジ局の鍛を回る。また瀞回気三星等を紐輔に投入するため秘要轍僻礫撒畜

　　する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一4一



（lV）　基礎的先行的研究の椎進

　　宇宙開発に必要轍術を確立弗ため、灘嚥・液体水素エンジン記する研究・高蔽講希ll御システム礪する研究・人工衛

　星の三軸制御に関する研究、イオン。エンジンに関する研究、衛星搭載用高性能アンテナに関する研究・宇宙電子技術に関する研究・ロ

　　ケット搭載用分光装潰に：関する研究等の基礎的先行的研究を行う。

● （V）体制の整備

L宇輔発の中核的機関として、拉術的倉肋を高め譜聴する醗業務を強加遂行するため・宇醐発鎌団の繍の強化及び所

要の増員を行う。

2．増大する宇宙開発行政事務を適確に処理し、宇宙開発を強力に推進するため・関係行政機関の組織の強化拡充を図る・

3人工耀及びその憎げ用。ケット糊する基礎的先行的研究並びに人工醒の磁機器及び利用瀟に関する研究等を促進する

ため、関係国立試験研究機関を強化拡充する。

●
（W）国際協力の推進
　　国際連合、ESR。等の国際機関剛る報活動への参加励、一鞭カナダ・西欧諸国・アジア諸国等との油鼠国際協力を推

進する。

（⑳宇宙開発計画の難のための調査の実施

　　実用醒欄する凹凹発計画の綻に必要な言脇ポスト・アポ・計画への参加協力に関する調査及び長期にわたる報開発計

　画策定のための調査を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5一



個）その他の重要事項

　1．宇宙分野の技術者の資質向上を図るため、在外研究員制度を拡充する。

　2　ロケット打上げの円滑な実施に必要な施策を講ずる。

　3ボ宇宙開発に必要な広報、啓発事業を行う。

●

皿　皿の事業を行うに必要な経費

　　昭和50年度において、Hの事業を行うに：必要な経費の見積りは、別表のと澄りである。

●

へ
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別　表 昭和50年度宇宙開発関係経費総括表
㊧麟灘鯉行為
　電　（単位　千円）

昭　　和　　4　　9　年　　度 昭　和　　5　0　年　度
省　庁

宇宙開発関係

¥算額
その他の宇宙
ﾖ係予算額曲

合　　　計
宇宙開発関係

o費
その他の宇宙
ﾖ係経費㈱ 合　　　計

科学技術庁
㊨4a7Bエ2エ0

@48．612．678
一
一

㊨4＆78エ2エ0

@48．612．678

働386a55・

@75．494。799
一
一

働3B66550

@75．494799

文　部　省 ㊨24エαエ66

@　3．042．041

　　　　　一
A　2．04：L524

働241αエ66

@　5．083．565

⑭4エ25947

@4．7：LO．工6B
　　　一
･2837，O17

㊨4ユ25947

@7．547．185

通商産業省

轄一一　　一　一　豊

V5，000 一

｝　騨｝ψ　一　，，一，■嚇　一噌｛

@75．000

肺　●　－　一　　，　一，　　　，一　騨・　層　　，

@　　8aoOO 一 82000

運　輸　省 　　一
S3，290

磯554α9エ4

@2．4工α840

㊨a54α914

@　2454．130

　　一
T3，408

　　　一
S764．934’

　　　一
S，818，342

郵　政　省’
　　｝
U8，273

⑭458エ778

@：Ll　67．955

㊨生58エ778

@　：L236．206

　、　　　　　　一

FU．5．759

㊨502虹00
@5．282．461

磯ao　24，↓09

@5．398．220

建　設　省

飾四一　一　一

@　　一
：3．448 5，448 6，000 L：3．70工 ：L9．70：L

総　　．計
曾5U9エ576

@5：L84：L282

　o輔一◆隔一　一一　轍　一　

奄WL22692
@5．623．745

●　緬　．一一一

奄T93蜘68
@　57．465．027

，｝一　一

ｭ肌992497
@80．462．ユ：54

㊨502410σ
@12898．1工：5

働aola597
@93．56α247

囲　その他の宇宙関係（宇宙開発委員会の所掌に属さないもの）経費についても、参考のため掲示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7一一
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昭和50年度宇宙開発関係（宇宙開発委員会が見積りを行なうもの）経費の概要

（単位　千円）

省庁 担当機関 　　　事　　　　　　項

P

予

昭和49年度

@　算：　額

昭和5

C経

0年度

@費’

　　　　　　　　　　　昭和5
v　　　　　　旨
@　　　　　　　　　　経

和49

諱
@
算
　
額
／

研究調整局

㍗
　
！
宇
宙
開
発
委
員
会
に
必
要
な
経
費
　
！
　
1

35，335 38，082 宇宙開発委員会運営費等一

ﾁ別調査費

35，020

R，062

（32．296）

i3，039）

科
　
　
　
学

L

F
般
行
政
に
必
要
獺
i
l
l
i

40，937

@9

84，714 　宇宙開発推進事務

@国際協力の強化

@実用衛星開発計画の調査委託
P　前年度限り

10，374

T，826

U8，514

@　0

（6、200）

i1，617）

i31．378）

i1，742）

技

：1科学技術者の資質向上た必

F要な経費

2a　675 38，699 宇宙開発蘭係者の海外派遣 3a696 （28，675）

術
　
　
庁

1種子島周辺漁業対策事業の
縁
武
ｬ
に
必
要
雄
費
1

〆

252，661 242，486 種子島周辺漁業対策事業費補助金 242，486’
　　　　曜岬　一
i252，661）

小　　　　　　計 357，608 403∫981

振興　局　　　　　1；一般行政に必要な経費 9，307 9，307 宇宙開発普及啓発 9，307 （9，307）

；．小　　　　　計 9，307 g．307’
㎝

婁

航空宇宙i

Z術研究所

航空宇宙技術研究所に必要

ﾈ経費

㊨ 326，300

U85，763 1，255，511

ターボポンプ要素の研究

ｵ性誘導に関する研究

99，500

T6，700

　　一〇一軸
i41，990）

i25，515）

一8一
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省庁 担当機関 事　　　　　　項
昭和49年度

¥　算：　額

昭和50年度

o　　　　費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
l工衛星の三軸制御に関する研究　　76，000　（　79，200）

イオン・エンジシ系の研究　　　　　12，000　（　　　　0）

電子計算機借料等特定装置運営　　　64］L415　（　403，7i2）’

科
総森素ロケツトエ”要素試＿（㊨326，300　　　65，260）

学
、

液体水素ロケットエンジン要素試　　198．000　（　　　　0）

技 験設備建屋．

1 角田支所運営その他　　　　　　　　41，376　（　12．638）

術 1
！

前年度限り　　　　　　　　　　　　　0　（　57，448）“

宇宙開発i 宇宙開発事業団出資及び ㊨48，454，910 ㊨73，866，550 主な歳入

庁 事業剛
｛　助成に必要な経費

P

47，560，000 73，826，000 政府出資金 @　飾6。550く⑭4a45風910）
7ρ244・000　　　　45；105，000

政府補助金　　　　　　　　　3，582，000　（2，455，000）

事業外収入等　　　　　　　　　661，917　（　385，499）

主な歳出

吻ト開灘
@　㊨｝§：擾§ll縛1＆灘劉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

置

1人工鯉開発経費 @㊨1若：朧ll爾3懸l18）
」

」9」
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省庁
1担当鯛

事 項
昭和49年度

¥　算　額

昭和50年度

o　　　　費
要　　　旨

　　　　　　　　　　　一

ロケット打上げ経費 ⑭15，007，910

Z18駄633（87α753）

科
　
　
学

1

種子島宇宙センター建設費

1

人工衛星追跡管制費 ㊨23，426，930
技

11，844，326
@　　　　（3，618，402）

術
i 筑波宇宙センター施設建設費 働　5，537，820

庁
1
一 為71軌780（367驚537＞

その他の事業運営費等 3，496，462　（　2，224，686）

一般管理費等 3，597，786　（　2，465，817）

計
噛48，781，210 ⑭73，866，550

1
！ ！

ll　48，612，678
75494799、

一10一
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省庁

区立ロ

省

通
商

産
業
省

担当機関 事　　　　　　　項
昭和49年度

¥　算　額

昭和50年度

o　　　　費

1東京大学宇
演?�､究

　　特別事業等に必要な経費 ㊨2，410，166

@3，042，041

㊨　4，125，947

@　4，710，168

科輔星研燃
@　⑲1撒（㊨956，3161，550，498）Mロケット開発経費　　　　　　　　　　　　　　　⑭黙幣：：9

ii　　　　　　計 ㊨2，41α166

@3，042，041

⑧　4，125，947

@　4，710，168

工業技術院
1試験研究所の特別研究等に

K要な経費

75，000 82，000 宇宙開発関連機械技術に関する　　　2a　oOO　　　（1軌000）

､究（機械技術研究所’）

F宙電子技術に関する研究　　　　　　60，000　　　（56，000）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噺

i電子技術総合研究所）

l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

計 　　　　75，000

p
82，000

1

一」11一
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＼

省庁 担当機関 i　事　　項
予

昭和49年度
@　：算：　額 経

昭和50年度

@　　　　費
要　　　　　　　旨 十和50年騨ロ舞）

運
電子航法研

?

電子航法研究所に必要な経． 25，790 31，065 衛星航法用構成装置の研究 31，065 （25，79①・

輸　　気象研究所

@iﾈ卜一

静止気象衛星の研究に必要

曙o費

17，500 22，343 静止気象衛星搭載機器の研究 22，843 （17，500）

i 計 43，290 53，408
ρ免

一，

i電波監理局 通信衛星及び放送衛星め開

ｭに必要な経費

4，273 9，557 通信放送衛星の開発に伴う運営費 9，557
（4，273）

郵 電波監理に必要な経費 ・　0 56，202 海上及び航空移動業務用通信のため

ﾌ衛星システムに関する研究
56，202 0

政
　
　
　
　
省

三三研究所 電波研究所の運営に必要な

o費

64，000 50，000 レーザ光による衛星状態の精測シス

eムの研究

�ｵょう体搭載用高性能電離膚観測

葡u：の研究開発

q星搭載用高性能アンテナ装置の研

?J発

O年度限り　　　　　　　一

10，000

R0，000

P0，000

@　0

　（　0）

@（．①

@（10）

i64，000）

計 68，273 115，759
建
設
国土地理剛 測量に：関する調査研究経費 0 6，000 測地衛星開発のための研究 6，000 （　0）

省 計 0 6，000

合 計
㊨ 51，191，376

T1，841，282

㊥ 77，992つ497

W0ぞ462・134

　一

儲この他科学技術庁の特別研究三三整費から約6α…千円が縮開発関係禿当分として支出される必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一12一
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ﾈ庁　担当機関 事　　　　　項
昭和49年度

¥　算　額
昭和50年度
o　　　　費

要
一東京大学宇

特別事業等に必要な経費 204エ524 283ZO17
　
一
般
ロ
ケ
ッ
ト
観
1

・
文
部
省

宙航空研究

所

昭和50年度その他の宇宙関係（宇宙開発関係以外のもの）経費の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飛しょう経費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共通経費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国二二宙観測共同事業経費

●

　　航

運　気

輸i

省

　　　　　　計

空　局1航空路整備事業費

象庁i静止気象衛星業務に必要な

　　　i経費

　　　｝静止気象衛星施設整備に必
　　　｝
　　　！要な経費
　　　｛

　　　「般翻予蝶謙必要な

　　　’経費

　　　　高層気象観測業務に必要な

　　　　経費

　　　　　　　計

　204エ524

　　　G672

⑮2，16α986

　エ25qo43

㊨↓37g，928

　↓00Z684

　　18，110

　　12233斗

㊨a与4qg　14

　241q840

283ZO17

　12381

261Z453

為953，873

　21，681

　159546

4764，934

航空衛星システム導入調査

静止気象衛星地上設備の整備

静止気象衛星施設の整備

軌道衛星気象資料の利用業務

気象ロケット観測業務

一13一

経

（単位　千円）

曙攣劉籍）

8α476　（工169740）

P9887　（11α536）

X3，854　（73G113）

S2800　（　25135）

12381　（　q672）

、Z453二二

53813（㊨1灘）

21，681　　　1＆110

　　　　　　　　　　　　　一一一
T9546　（122331）
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，　　　　　一　　　　　　　響

省庁 担当機関 ’事　　　　　項
昭和49年度

¥　算　額
昭和50年度
o　　　　費

要　　　　　　　旨，
昭和50年度

o
費（昭和49年度予算額）

．郵

電波監理局 電波監理に必要な経費 0 3484 リモートセンシングの通信分野への利

p調査

3484 （．　　0）

電波研究所 電波研究所の運営に必要な経
54272 77，183 宇宙通信の実験研究

ﾊ信放送衛星の開発に伴う運営費

73982
R，201

（　54272）

i　　　　0）

政

衛星管制施設の整備に：必要な

o費

㊨a353778

@945802

㊨5，024，100

@4，592，026

電離層観測衛星用管制施設の整備

ﾀ験用静止通信衛星地上施設の整備

ﾀ験用中容量静止通信衛星及び実験用㊨4，248，100

?^放送衛星用管制施設の整備

　　35，640

R77qoOO
@4ga300

@4，058，086

鋤
（
　
　
　
0
）
（
三
軸

省
衛星管制施設の維持運用に必

vな経費

㊨再22＆000

@16Z859 609，768

電離層観測衛星管制施設の維持運用

ﾀ験用中容量静止通信衛星及び実験用

?^放送衛星用管制施設の維持運用

174768

S35，000

（　59859）

i㊨工228，000　　108，000．

計
㊨458L778
@U6Z933

㊨5，024，100

@5，282，461

建 国土地理院 測地基準点測量に必要な経費 3448 1a701 人工衛星観測・その他 13701 （　a448）
設
雀 計 3448 13701

合 計
⑭＆122692

@5623745
㊨5，024，100

P2，898，113
1 1

一14一一

、


